
　

12
月
４
日
、
市
文
化
会
館
で

「
か
の
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
15
回

定
期
演
奏
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
演
奏
さ
れ
た
の
は
、

ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
交
響
曲
第
８

番
な
ど
３
曲
。
訪
れ
た
約
３
０
０

人
の
観
客
は
、
大
隅
半
島
唯
一
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
奏
で
る
優
雅

な
演
奏
に
盛
大
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
ア
ン
コ
ー
ル

で
は
、
観
客
と
一
緒
に
「
ふ
る
さ

と
」
を
歌
い
、
会
場
は
感
動
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
優
雅
な
演
奏
が
響
く 　

12
月
22
日
か
ら
25
日
ま
で
、
か

の
や
ば
ら
園
で
「
ク
リ
ス
マ
ス

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
ナ
イ
ト
２
０
１
６
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
期
間
中

は
、
花
火
＆
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
や
缶
ド
ル
ア
ー
ト
、

電
球
で
装
飾
し
た
ロ
ー
ズ
ト
レ

イ
ン
の
展
示
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
シ
ョ
ー
や
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
、
音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
、
多

く
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
、
来
場
者
は
澄
み
切
っ
た
冬
空

の
下
で
、
幻
想
的
な
夜
の
ば
ら
園

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

冬
空
の
ば
ら
園
で
幻
想
的
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
す

　

12
月
24
日
、
リ
ナ
シ
テ
ィ
か

の
や
で
「
第
７
回
冬
華
火
in

Ｘク

リ

ス

マ

ス

ｍ
ａ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
水
辺
ス
テ
ー
ジ

で
音
楽
や
ダ
ン
ス
の
ラ
イ
ブ
、
ガ

レ
リ
ア
で
は
飲
食
ブ
ー
ス
が
立
ち

並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
花
火
と
レ
ー
ザ
ー
光
線

に
よ
る
シ
ョ
ー
で
は
、
音
楽
に

合
わ
せ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
演
出

で
、
大
勢
の
観
客
が
歓
声
を
上
げ

る
な
ど
、
会
場
内
は
興
奮
と
感
動

が
立
ち
込
め
て
い
ま
し
た
。

冬
の
中
心
市
街
地
を
花
火
で
彩
る

　

12
月
26
日
、
市
役
所
で
「
市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
一
昨
年
行
わ
れ
た
国
民
文
化
祭
を
き
っ

か
け
に
、
鹿
屋
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を
続
け
て
い
る

「
高こ

う
り
ん鈴

」
の
二
人
が
出
演
し
、
鹿
屋
女
子
高
校
や
高
隈

中
学
校
の
生
徒
た
ち
と
、
鹿
屋
で
作
詞
作
曲
さ
れ
た
歌

を
中
心
に
５
曲
を
披
露
。
約
２
０
０
人
の
観
客
は
、
澄

み
切
っ
た
歌
声
に
感
動
の
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

澄
み
切
っ
た
歌
声
が
市
役
所
に
響
く

　

12
月
25
日
、
上
高
隈
町
の
石
ぐ
ら
倉
庫
前
広
場
で
、

「
た
か
く
ま
元
気
お
こ
し
市
場
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
９
月
に
台
風
16
号
の
被
害
を
受
け
た

高
隈
地
区
の
、
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
。

　

当
日
は
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
列
車
の
乗
車
イ
ベ
ン
ト
の
ほ

か
、
ポ
ニ
ー
や
ヤ
ギ
な
ど
の
小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、

高
隈
米
や
地
元
の
新
鮮
野
菜
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、

大
勢
の
来
場
者
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

高
隈
の
復
興
に
向
け
て

　

12
月
11
日
、
上
高
隈
町
の
カ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
と
市

民
族
館
で
、
世
界
各
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
体

験
す
る「
世
界
の
ク
リ
ス
マ
ス
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、「
お
菓
子
の
家
づ
く
り
」
を
は
じ
め
、
世

界
の
絵
本
を
日
本
語
と
英
語
で
読
み
聞
か
せ
す
る
イ

ベ
ン
ト
や
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
親
子
連

れ
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ベ
ン
ト
を

笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

お
菓
子
の
家
づ
く
り
を
楽
し
む

　

12
月
９
日
、
国
の
伝
統
的
工

芸
品
産
業
へ
の
貢
献
が
認
め
ら

れ
、
平
成
28
年
度「
伝
統
的
工

芸
品
産
業
功
労
者
等
経
済
産
業

大
臣
表
彰
」
を
受
賞
し
た
、
陶

芸
家
で
県
薩
摩
焼
協
同
組
合
理

事
の
岩い
わ
た
て
つ
ざ
ん

田
鉄
山
さ
ん
が
市
役
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。

経
済
産
業
大
臣
表
彰
を
受
賞

 

12
月
22
日
、
県
吹
奏
楽
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
小
学

校
部
門
で
金
賞
を
獲
得
し
、
九

州
大
会
へ
の
出
場
が
決
ま
っ

た
、
田
崎
小
学
校
金
管
バ
ン
ド

の
打
楽
器
演
奏
メ
ン
バ
ー
７
人

が
、
関
係
者
と
と
も
に
市
役
所

を
訪
問
し
ま
し
た
。

打
楽
器
七
重
奏
で
九
州
大
会
へ

来
シ
ー
ズ
ン
の
活
躍
を
誓
う

　

12
月
２
日
、
本
市
出
身
で
プ

ロ
野
球
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
内

野
手
、
大や

ま
と和

選
手
が
市
役
所
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
和
選
手
は「
来
シ
ー
ズ
ン

か
ら
新
た
に
挑
戦
す
る
両
打
ち

で
結
果
を
出
し
、
シ
ー
ズ
ン
を

通
し
て
試
合
に
出
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

12
月
６
日
、
市
内
の
飲
食
店

で
「
ジ
ビ
エ
ナ
イ
ト
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ジ
ビ
エ
と
は
フ
ラ
ン

ス
語
で
、
狩
猟
で
得
た
野
生
鳥
獣

の
食
肉
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
鳥
獣
被
害
の
増

加
、
猟
師
の
減
少
が
叫
ば
れ
る
中

で
、
ジ
ビ
エ
の
可
能
性
を
模
索
し

よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
。

　

プ
ロ
の
調
理
人
に
よ
る
鹿
や
猪

肉
の
フ
ル
コ
ー
ス
料
理
に
、
参
加

し
た
28
人
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

お
い
し
い
ジ
ビ
エ
料
理
に
舌
鼓
！

　

12
月
21
日
、
青
年
海
外
協
力

隊
と
し
て
東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ
派

遣
さ
れ
る
、
本
市
出
身
の
下し

も
み
ち道

真ま
な
と人

さ
ん
が
市
役
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

下
道
さ
ん
は
理
学
療
法
士
と

し
て
の
経
験
を
生
か
し
、
現
地

で
リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
な
ど
の
指

導
を
行
い
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
員
が
訪
問

　

12
月
８
日
、
鹿
屋
市
茶
業
振

興
会
の
西に

し
お
じ
ん
い
ち

尾
仁
一
さ
ん
と
宮み

や
し
た下

祐ゆ
う
い
ち一

さ
ん
が
市
役
所
を
訪
問
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
米
国
の
日

本
大
使
館
で
行
わ
れ
る
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
、
同
会
が「
か
の
や

深
む
し
茶
」
を
出
展
す
る
こ
と

に
伴
い
、
訪
れ
た
も
の
で
す
。

米
国
で
の
茶
の
Ｐ
Ｒ
に
意
気
込
み

楽
し
い
音
楽
イ
ベ
ン
ト
を
満
喫

　

12
月
４
日
、
輝
北
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、「
音
楽
の

ひ
ろ
ば
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
鹿
屋
警
察
署
員
に

よ
る
寸
劇
の
後
、
市
内
の
津
軽

三
味
線
演
奏
家
と
県
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
、
観
客

は
感
動
を
味
わ
い
、
満
足
気
な

様
子
で
し
た
。
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